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INFORMATION～まちからのお知らせ～

発見しよう！親子で学ぶ農林水産業見学・体験ツアー　in広野、葉

　福島県相双農林事務所では、小学生と保護者を対

象に、生産者の皆さんとの交流や農作業体験などを

通して、双葉地方の農林水産業の再開や安全・安心

の取組について、親子で楽しみながら学べるバスツ

アーの参加者を募集します。

●日　時　　�平成30年11月11日（日）

　　　　　　午前８時45分～午後４時45分

　　　　　　（集合場所によって異なります）

●参加費　　無料

●定　員　　�20組40人（申込は保護者１人、小学生

１人の２人１組を基本とします。）

●申込締切日　　�平成30年11月１日（木）まで必着

（郵送またはＦＡＸ）

※�詳細は、福島県相双農林事務所企画部のＨＰをご

覧ください。

 問�福島県相双農林事務所　企画部

　　〒975-0031　福島県南相馬市原町区錦町１-30

　　☎0244-26-1153　0244-26-1181

「ＪＦＡ・キリン ビッグスマイルフィールド」in Ｊヴィレッジ　サッカー教室参加者募集！

●期　日　　12月24日（月・祝）

●時　間　　午前９時開場～午後３時30分閉場

　　　　　　（予定）

●場　所　　�Ｊヴィレッジ

　　　　　　福島県双葉郡葉町美シ森８番

●内　容

　�元サッカー日本代表が教えるサッカー教室※１や、

誰でも参加できるボールを使った体験型サッカー

アトラクションを多数実施。また地域の特産品を

使用した振舞い料理の提供など、全てのお客様が

地域との絆を深められる場を作ります。キリン商

品※２のサンプリングコーナーもご用意しており

ますので、ぜひ遊びにきてください。

※１�サッカー教室へのご参加は、事前申込が必要に

なります。申し込み多数の場合は、抽選となり

ます。

※２アルコール飲料はありません。

●サッカー教室コーチ(予定)　

　�元サッカー日本代表：

　　�永島昭浩、小島伸幸、小村徳男、秋田豊、

　　中西永輔、平瀬智行

●対　象　　小学１年生～６年生まで

●定　員　　�午前の部(経験者)・午後の部(初心者・

未経験者)　各240人

●参加料　　無料

●用意する物

　運動できる服装でご参加ください。

　※�サッカー教室ご参加の場合は、別途ご持参頂く物が

ございます。

●申込方法　　�

　�サッカー教室に参加ご希望の方は、「ＪＦＡ・キ

リン�ビッグスマイルフィールド」専用ＷＥＢサ

イトからお申し込みください。

　申し込み先

　�http://www.kirin.co.jp/csv/

soccer/bigsmile/index.html

●申込期限　　11月18日（日）締切

 問�ＪＦＡ・キリン�ビッグスマイルフィールド

　　事務局　contact@smilefield.jp

広野町ふるさと創生大学通信　VOL.3

○「第３回 広野町ふるさと創生大学」を開催しました。

　�　８月号から開始させていただいたこの「広野町ふるさと創生大学通信」。

　　今回は９月13日に開催した第３回の講義風景を掲載いたします。

　�　第３回の講義は、東日本国際大学・福島復興創世研究所所長　ワシントン州立大学非常勤教授　大西康

夫�博士による「日本の将来を築く、人材の育成と福島の復興を目指す」と題して開催されました。

　　世界の中で放射能汚染を乗り越え、経済発展に結びついた国の事例を紹介しながらの講義でした。

○「第２回 広野町ふるさと創生大学」受講生から感想が寄せられましたので何件かご紹介いたします。

　講義：「なくしたものを悲しむより今できることで楽しもう
　－ＡＬＳ（難病患者）から学んだこと－ 」

　講師：ＮＰＯ法人みんぷく理事長、ＮＰＯ法人いわき自立生活センター理事長
�長谷川　秀雄 先生

�ＡＬＳは50～70代で発症し、遺伝とは関係ないという
こと。また、生まれつきではなく、誰でもＡＳＬに罹
る可能性があり、人ごとではないということがわかっ
た。我々もＡＬＳ患者を街で見かけたら進んで介助、
手助けを行わなければならないと思った。

�１人のＡＬＳ患者をケアするのに大変な労力が必要だ
とわかった。例えば、外出するのに４人の人が付いた
り、夜中も含め24時間付きっきりの必要がある。

�東京都では、ヘルパーの24時間受入が整っていること
がわかった。しかし、町村などは24時間に答えること
は出来ていない状況。これから人を育てないといけな
いと思った。

�病気になっても、困難にぶつかっても、今いちばんに
大切なものは何か、必要なことは何なのかを見きわめ
ることによって、前向きな生き方ができるようになる
ということを学んだ。講義の中で、講師から紹介され
た書籍を購入して読みました。目からうろこでした。

�身体の一部が不自由になれば、悲観的になってしまう
ものだが、元の状態は『あきらめて』現在の状態をス
タート地点（出発点）として生きていくことに切り換
えできることは大切な考えと感じた。

�ＡＬＳになると、普通の生活が出来なくなってしまう
事で、怒り・絶望・うつになってしまい発病して平均
40ヶ月で亡くなってしまうと言われているが、周囲の
助けと協力があれば障害を受け入れ生きていく事がで
きる。宇宙物理学者：スティーブン・ホーキング博士
は20代で発症したが、70代で亡くなるまで病気と闘い
ながら研究を続けたというお話を聞き、心まで病にな
らない事がいかに大事かわかりました。貴重なお話を
お聞きして、生きることを楽にするヒントを得ました。

 問�広野町生涯学習課（公民館内）
☎0240-27-3244

第３回講義の様子


